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　平成 30 年の大きな動きは、内閣府 ISUT（災害時
情報集約支援チーム）の試行開始です。これにより、「大
規模災害発生時に主として都道府県災害対策本部にお
いて活動する官民のチーム」のメンバーという位置づ
けの下、大阪府北部の地震以降、防災科研が内閣府や
民間企業とともに活動を行うようになりました。
　昨今の災害対応については、国立研究開発法人審議
会においても高い評価をいただいております。
　これらの活動は、国、自治体、企業、大学、各種団
体等の皆様の多大なるご協力なくしては成り立たず、
この場をお借りして改めて感謝申し上げます。防災科
研としましては、今後発生が懸念される南海トラフに
おける地震などの国難災害を乗り越えることを目標
に、研究開発力、情報発信力の強化や業務標準化の推
進などに取り組んでまいりますので、引き続き、皆様
のご協力をお願いします。
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